
　　ジョブコーチ支援とは
　ジョブコーチ（職場適応援助者）が一定期間職場を訪問し、『障害者が職場に適応し、事業主が主体となって障害者
を雇用管理できる体制に移行すること』をめざして支援を行います。
　具体的には、ジョブコーチは障害者に対し障害特性に配慮した作業面・職業生活面の支援を行います。そうした支援
を事業主に見ていただいたり、ご提案することによって雇用管理のノウハウを伝え、障害者の職場適応をめざします。
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・障害特性を分かりやすく説明
・指導や雇用管理の仕方を提案
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　　事前支援
・事前の情報収
集（職業評価・事
業所訪問　等）
・支援計画作り

支援の主体をジョブコーチから事業所内の支援体制に徐々
に移していきます。（標準２～４ヶ月）

　　②移行支援期
　　　（週１～2回訪問）

①集中支援期
（週３～４回訪問）

ジョブコーチ支援の基本的な流れ

仕事の内容や担当
者が変わった。どう
したらいいか？

支援期間
1ヶ月以上７ヶ月以内（最大８ヶ月まで）。支援期間や訪問頻度は個別に設定します。

支援開始のタイミング

福井障害者職業センター  TEL（0776）25－3685 　お問い合わせはジョブコーチ支援担当まで

その他
○ジョブコーチ派遣に関する費用等は必要ありません。
○障害者手帳のない方でも利用可能です。障害者職業センターからジョブコーチが現場に派遣されるため、職場
で障害を開示することになります。

カウンセラーが障害のある方と事業主
の双方から情報収集などを行い、支援
計画に基づき会社にジョブコーチを派
遣します。

①雇用前の職場実習から：就職を目指して実習を行います。実習のため、障害のある方に対して給与は出ませ
ん。また、交通費等も自己負担となります。事業所の方には協力謝金が支払われます。さらに、作業中や通勤途
上の事故に備えて保険制度を用意しています。
②雇用と同時：新たな雇い入れの方が対象です。
③雇用後：在職中の方が対象です。（職場環境が変わって不適応状態になった方、休職後に復帰される方　等）


